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Oracle Stream Analytics では、高度な相関パターン、エンリッチメン
ト、機械学習を利用することで、リアルタイムで大規模に情報を処理
したり、分析したりできます。ビジネスに実際に役立つリアルタイム
の情報をストリーミング・データから取得して、ビジネスを俊敏に推
し進めるためのアクションを自動化します。 

Oracle Stream Analytics のインタラクティブ・デザイナでは、ライ
ブ・チャート、マップ、ビジュアライゼーションを使ってリアルタイ
ムのデータを精査したり、ハンド・コーディングせずにストリーミン
グ・パイプラインを視覚的に構築したりできます。これらのパイプラ
インは、オラクルの Continuous Query Engine と統合された Spark
を活用して、スケーラブルで可用性が高くクラスタ化されたビッグ・
データ環境で実行されます。現代の大企業では欠かせないものと
なっている、リアルタイムの使用に対応できます。 

Oracle Stream Analyticsによるストリーミング・パイプラインの設計 

Oracle Stream Analytics について 

IT 環境において、RAW インフラストラクチャとビジネス・イベント双方の量が飛
躍的に増加し、スピードも急激に上がっています。小売業でのリアルタイム・マー
ケティングや動的な価格設定、軍事用のストリーミング衛星データ、交通と物流
ビジネスでのリアルタイムの車両位置データなどを例にして、さまざまな業界の
企業が、大量の複雑なデータをリアルタイムで処理する必要に迫られています。
加えて、モバイル機器の急増と高速なインターネット接続の普及により、モバイ
ル・データの量が劇的に増加しています。同時に、ビジネス・プロセスの俊敏性
と効果に対する要求も厳しさを増しています。データの高速性は、変化の激しい
ビジネス・プロセスでは特に、高い価値があります。
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しかしデータの中には、短時間のうちに運用上の価値を失ってしまうものもあり
ます。新しいデータが取得された時点でただちに、ビジネスに役立つ分析情報が
抽出されなければなりません。 

こうした 2 つのトレンドは、イベント主導のアーキテクチャ・パターンの実装を
サポートするために対応力を増やさなければならない、という重圧を企業に与え
ています。リアルタイムのイベント処理には、イベント処理要件を満たすインフ
ラストラクチャと、アジャイル設計環境の両方が必要です。 

一般的なユースケース 

Oracle Stream Analytics のプラットフォームは、多くの業界や業種を対象にして
います。一般的なユースケースには次のようなものがあります。 

• マーケティングと小売：リアルタイム・マーケティングによって、地理や置
かれた状況を考慮して、顧客に合わせて調整された広告やオファーを作成し
たり、状況に応じて価格設定を変更したりする。 

• サプライ・チェーンと物流：リアルタイムで荷物を追跡し、遅配が発生する
可能性を検出して報告する。予想される需要や出荷量の変化に応じて在庫レ
ベルを調整する。 

• IT システム：アプリケーションやサーバーで、障害やパフォーマンスのボト
ルネックを監視および把握し、修復を開始する。セキュリティ上のリスクと
インシデントを特定し、対処する。 

• 通信：Call Detail Record（CDR）をリアルタイムで監視し、分散型サービス拒
否攻撃を検出する。 

• 財務サービス：リアルタイムでリスクを分析し、証券取引を監視および報告
し、外国為替の金額を計算する。 

• 運輸：現在地または目的地の天候、グラウンド・クルーの業務、空港のセキュ
リティなどが原因で運航に変更が生じる場合に、乗客に通知し、荷物の場所
を特定する。 

• 公共部門/軍事：地理的に分散した敵の情報を検出し、情報を抽象化し、発生
の可能性が高い攻撃を予想する。緊急事態に対応するのにもっとも適したリ
ソースにアラートを送信する。 

• 保険：不正請求についての情報を集め、不正の恐れがある請求を特定する。 

おもな機能と利点 

• 視覚的なエディタを使用して、Stream 
Analytic パイプラ インをインタラク
ティブに設計 

• ビジネス・ソリューションのパターン
の再利用により、ユーザーは使い慣れ
たソリューション分析を選択可能 

• リアルタイムのデータをさまざまな形
式のチャート、マップ、表で可視化 

• ストリームの地理空間情報を分析して
相互に 関連 付け 、 位置情 報デ ータ と
ルールを視覚的に定義してイントロス
ペクションを実行 

• 業界標準の PMML 形式で統合された機
械学習をさまざまなモデルの中から選
択し、そのモデルに基づいて予測分析
を実行 

• Oracle GoldenGate と の 統 合 に よ る
チェンジ・データ・キャプチャ、キャプ
チャされたミッション・クリティカル
な運用トランザクションの分析と変換 

• 多彩な選択肢が用意されたイベント・
ス ト リ ー ム の ソ ー ス と タ ー ゲ ッ ト
（Kafka および JMS キューの CSV、
JSON、Avro ファイルのストリーミン
グなど） 

• Spark ビッグ・データ環境でのパラレル
のインメモリ処理による堅牢性、スケー
ラビリティ、スピード 
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Oracle Stream Analyticsで地理空間処理を定義する 

多数のストリーミング・パターン 

Oracle Stream Analytics には多数のパターン・ライブラリが用意されており、複
雑なイベント・パターンを、さまざまな種類のユースケース（リアルタイムのロ
グ分析、デジタル・マーケティング、予測メンテナンス、不正検出、スマート・
インベントリ、動的な価格設定など）に合わせて分析できます。たとえば、相関
性のあるイベント（ドアが開いてから 10 秒以内に閉じた場合など）をパターン
によって検出できます。また、値の急増（一定時間内の温度上昇が平均値と比べ
て 30 %を超える場合など）、金融取引のダブルボトムなども検出できます。製造
された物品の重量が徐々に軽くなっている場合や、測定値が下降して受け入れ基
準に満たない場合にパターンで検出することもできます。そのため、問題発生の
可能性や、今後のメンテナンスの必要性を知るのに役立ちます。 

 

Oracle Stream Analyticsパターン ライブラリ 

インタラクティブ・デザイナ UI 

Oracle Stream Analytics があれば、誰もがストリームを分析できるようになりま
す。Oracle Stream Analytics のインタラクティブ UI では、ビジュアライゼーショ
ンやライブ・データの表示を通してストリーミング・データを精査したり、コー

Oracle Stream Analytics では、高度な相関パ
ターン、エンリッチメント、機械学習を利用
して、リアルタイムで大規模に情報を処理
したり、分析したりできます。また、実用的
な情報を得たり、リアルタイムで意思決定
させたりできるため、アジャイル性が求め
られる現代のビジネスに役立ちます。 

関連製品 

• 以 下 の 製 品 に は 、 Oracle Stream 
Analytics によるリアルタイムの情報処
理を補完する機能があります。 

• Oracle Big Data Cloud 

• Oracle Event Hub Cloud Service 

• Oracle GoldenGate 

• Oracle Integration Cloud 

• Oracle Data Integration Platform Cloud 

• Oracle Data Integrator 

• Oracle IoT Cloud 

• Oracle Analytics Cloud 

関連サービス 

以下はオラクルの主要製品をサポートす
るサービスです。 

• アップデート・サブスクリプション・
サービス 

• 製品サポート・サービス 

• プロフェッショナル・サービス 
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ディングせずにストリーミング・パイプラインを構築したりできます。ストリー
ムからのデータにイントロスペクションを実行すると、すぐにフィードバックが
返り、ライブ・データに適用されているパターンからどのように実用的な結果を
取得できるか知ることができます。グラフィカル・デザイナには、受信データが
流れるステージのダイアグラムが表示され、ここからストリーミング・パイプラ
インを構築可能です。スプレッドシートのような表形式のビューでデータの確認
や操作が可能です。ユーザーは、必要な情報を得やすくなるように列を追加およ
び削除したり、名前を変更したり、フィルタリングしたりできます。 

ストリーミング・データの表およびチャートによる表示 

位置情報と地理空間機能 

位置情報は、リアルタイムの処理が必要とされる一時的な情報の典型例です。そのた
めイベント処理では、地理空間の分析が必要になることが珍しくありません。Oracle 
Stream Analytics では、位置情報を認識するアプリケーションを構築し、監視対象エ
リアでの入場や退場のようなイベント、また追跡対象オブジェクトの近接性やスピー
ドなどを検出できます。 

マップ・ビューでは、ジオフェンスを定義することで、ユーザーが確認したいエリアを
視覚的に定義したり、オブジェクトの位置を継続的に追跡したりできます。静的データ
に基づいてマップを色分けしたり、サイズに応じて割合を可視化したりできます。 

予測分析と機械学習 

従来の分析やビジネス・インテリジェンスでは、人間が結果を見て意思決定する必
要がありますが、Streaming Analytics は取得されたデータに基づいて、リアルタイ
ムで自律的に決定を下し、アラートを送信したり、修正措置を実行したりします。
機械学習モデルによるスコアリングや予測によって、アクションを決定します。た
とえば、監視対象デバイスで障害発生が予想される場合に、メンテナンスのための
操作を開始します。Oracle Stream Analytics では、機械学習モデル（分類子、回帰モ
デル、クラスタリング・モデル、ニューラル・ネットワーク、ディシジョン・ツ
リー、業界標準の PMML を使用するその他のモデルなど）をインポートできます。
そのため、データ・サイエンティストが一般的な ML ツールを使用して作成したモデ
ルを、ストリーミング・パイプライン内で使いまわすことができます。カスタマイ
ズ作業は不要です。 
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Oracle GoldenGate の統合によるチェンジ・データ・キャプチャ 
Oracle Stream Analytics は業界屈指のツールである Oracle GoldenGate チェンジ・
データ・キャプチャのプラットフォームと統合され、ソース（OLTP データベースな
ど）から流れてくるトランザクションのライブ・フィードを処理し、リアルタイム
でパターンを検出し、分析ストア向けにデータを準備し、拡充します。データの挿
入、変更、削除はインメモリで処理およびレプリケートしたり、ターゲット・スト
アに転送したりできます。Spark ベースのスケーラブルなランタイム環境により、
GoldenGate の高スループットにも対応し、ストリーミング・データをエンド・
ツー・エンドで大規模に処理するソリューションとなっています。 

堅牢性、スピード、スケーラビリティ 

イベント・ストリームは 1 秒当たりのイベント数が数百万になることがあり、それ
でも Exactly Once（正確に 1 度だけ処理）の精度という非常に厳しい要件が課せら
れます。Oracle Stream Analytics は業界トップの Spark ストリーミング標準に基づい
て構築されており、オンプレミスまたはクラウドのビッグ・データ・アーキテク
チャを使用して、クラスタで水平スケーリングすることが可能です。Spark はパラレ
ルの高速インメモリ処理に対応し、どのようなサイズのロードにもスケーリングで
きます。また、クラスタ間で冗長性があるため、高可用性が確保されます。Oracle 
Stream Analytics は、Spark の標準フレームワークと CQL イベント処理フレームワー
クを組み合わせることで、その特徴である Exactly Once の伝達保証が付いたイベン
ト処理を実現しています。分散キャッシングは Oracle Coherence のインメモリ・
キャッシュを通して行われ、Spark デプロイメントの一部としてシームレスに組み込
まれています。 
 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

Oracle Stream Analytics に つ い て 詳 し く は 、 oracle.com を 参 照 す る か 、
+1.800.ORACLE1 でオラクルの担当者にお問い合わせください。 
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